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1．まえがき 

「島根県資源循環型技術開発事業費補助金採択事業」で開発した新たな改質技術「FCFA」

は、３つのポイント①原粉フライアッシュのPH値をコントロールする中和工程、②磁性体微粒子の

マグネタイトを取除く除去工程、③湿式動圧ろ過分級システムによる分級工程からなっています。

また、製造方法は至ってシンプルであり、機器も汎用機材を利用しています。この湿式動圧ろ過装

置を用いて、今までロット別石炭灰の 16供試体についてモルタル試験を実施してきました。原

粉と改質材との物理的性質等を比較検討・整理しました。 

石炭灰有効活用することが「地域づくりの一考」としての一助になれば幸いであります。 

２．試験結果の整理 

１）粒度分析 

・3原粉についてマグネタイト除去工程後、湿式動圧ろ過分級装置（50μmフルイ）で分級

改質した結果の粒度分析図を図‐1に示す。粒径加積曲線より平均粒径（50％μm）では、

原粉：26～29μm、50μmオーバー：47～51μm、50μmアンダー：10μmであり、

頻度分布曲線よりモード径は、原粉：41～44μm、50μm オーバー：54～60μm、50

μmアンダー：13～14μmである。 

原 粉 50μオーバー

50μアンダー

図-1 粒度分析図



2）強熱減量 

・分級（50μフルイ）改質することで未燃焼カーボンは減少する。特に含有量の多い石炭

灰ほど減少幅は大きい。 

   ・いずれの発電所産の石炭灰も減少傾向が確認され、強熱減量の多い石炭灰も改質する

ことでⅡ種灰相当になる。 

・したがって、Ⅱ種灰以下の石炭灰改質には有効と示唆される 

3）ブレーン値 
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   ・分級改質することでブレーン値は、概ね 1,000 程度向上し、Ⅱ種灰は 1 種相当に近似

する。また、Ⅱ種灰以下の強熱減量の多い灰も分級改質するとⅡ種灰相当に改善できる。 

4）フロー値比 

・フロー値比に対する改善効果は、原粉に対し 10～15％向上し、フロー値比 100％以

下の原粉でもフライアッシュの特長である流動性の高い素材に改質することができる。 

5）活性度指数 
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   ・原粉において ８0％以下の活性度指数も見られるが、改質すると ８0％をクリアし、平均

８７％程度まで向上している。 

   ・未燃焼カーボン量に関係なく向上が確認される。 

   ・材齢91日の三隅発電所産の原粉は、100％に達しない。 

・改質すると発電所産に関係なく 100％以上の活性度指数に改善される。 

   ・北海道電力産の強熱減量１５％の原粉も改質すると 100％以上に向上している。 

   ・なお、供試体番号 13及び北海道電力産 15，16，17は他の試験機関で行っている。 

5）まとめ 

  ①いずれの発電所産の石炭灰も改質することで改善する傾向が確認された。Ⅱ種灰は 1

種相当に、強熱減量の多いⅡ種灰以下の石炭灰もⅡ種灰相当になることが確認された。

また、未燃焼カーボン量に関係なくフロー値比、活性度指数の向上が確認された。 

➁有効利用されていないⅡ種灰以下の石炭灰について、「マグネタイト除去＋分級工程」の

改質製造を行うことは、石炭灰の有効活用に一層貢献すると示唆される。 

③但し、現改質法は湿式法の分級装置であり、更に乾燥工程が加わるため製造単価が膨ら

み割高となる。したがって、二次製品を取り扱う企業では、スラリーでの品質管理を徹底

すれば有効活用が期待される。 

④火力発電所では、乾粉での回収であり、乾式での製造工程に着目した方が得策であろう。 

⑤また、三隅発電所産のⅡ種灰のブレーン値は、他の発電所より低いため4,000㎠/g程

度の数値が出るような分級装置に変更すれば、より高品質で安定したⅡ種灰の回収が可

能と考えられる。 
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３．おわりに 

島根県には、浜田市三隅町に石炭火力発電所が 2基建造され、年間約 50 万㌧の石炭灰が

発生している。この石炭灰を処分するのに約 50 億円/年の処分費が掛かっているようである。 

石炭灰をコンクリートに利用すると下図の「フライアッシュの利点」で示すように多くの優位

性を有している。この特長を利用すれば、コンクリート構造物の長寿命化に繋がる。 

この厄介者である石炭灰を地域資源（宝物）と捉え、改質することでバラツキの少ない安定

したフライアッシュが提供できる。 

コンクリートへ有効活用することで、石見地域の建設業・関連企業の活性化、処分場の延命

化や雇用の創出等につながるものと考えられ、官民一緒になって「地域資源」として利用促進

に取り組みすることが必要と考えられる。 

地域づくり

の一考 

●土木・建築の役割 〇事業収益の拡大

〇雇用の創出 

〇新技術の発信 

〇地域資源の活用

〇環境への貢献 

フライアッシュの利点 

①流動性の改善 

②長期強度の増進 

③水和熱の低減 

④アルカリ骨材反応の抑制 

⑤耐酸性、水密性の改善 
〇地場産業の活性化・雇用の創出 

〇地域基金の創設による地域活性化


